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園芸農産課   

「あいちの抹茶」のＰＲ活動について 
 
愛知県はてん茶（抹茶の原料）の生産量で全国第２位を誇ります。その「あいちの抹茶」

のブランド力を向上させるため、イベントへの出展等をとおして知名度向上を図っていま

す。ここでは、平成27年11月19日から25日にナゴヤドームで開催されたドームやきものワ

ールド2015の出展内容について紹介します。 
 
１ 石臼挽き体験 

愛知県茶業連合会の茶生産者の方に御協力いただ

き、５日間で575名の方に体験していただきました。 

抹茶はてん茶を石臼で挽いてつくりますが、ほとん

どの方が初めての体験で、「一杯分の抹茶を挽くため

にはかなりの時間と労力がかかり、抹茶の価値の高さ

が理解できた」という声が多くの方から聞かれました。 

てん茶の大産地である西尾市周辺では、毎年石臼挽

き体験が行われていますが、名古屋ではなかなか石臼

に触れる機会がないようです。貴重な経験ができたと

多くの方に喜んでいただきました。  
 
２ 点前体験 

石臼挽き体験で挽いた抹茶を御自身で点てて飲ん

でいただきました。 

体験後のアンケートでは、「おいしい」、「苦みが

少なくまろやか」、「香りが良い」など、若い方から

お年寄りの方まで好評で、皆様に「あいちの抹茶」の

おいしさを知っていただけたようです。  
 
３ 茶育教室 

期間中の土曜日と日曜日には小学生とその保護者

の方を対象に、茶育（茶の食育）教室を開催し、２

日間で 114 名の方に参加していただきました。 

日頃からボランティアで茶育活動をされている今

井肇さんと敏江さん御夫妻に講師を務めていただ

き、お茶の作法だけでなく、「おもいやり」、「感謝」、

「物を大切にする」という３つの「心」の重要性な

どを教わりました。 

参加者が主人役と客役のペアになって、実際にお

菓子やお茶を出しながら、楽しく学んでいただきま

した。 

教室後のアンケートでは９割以上の参加者から

「抹茶を魅力的に感じた」と回答していただきました。 
 
４ 最後に 

今後も「あいちの抹茶」の良さを皆様に知っていただくため、各種イベントでのＰＲ

や、茶育活動に積極的に取り組むとともに、他産地に負けない高品質な茶生産を推進し

ていきます。 

石臼挽き体験 

茶育教室（奥：講師の今井肇さん）

知事も点前体験 
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地域トピックス 

 

豊田加茂農林水産事務所 

豊田市足助地域に獣肉加工処理および直売施設が完成！ 

平成 27 年度６次産業化ネットワーク活動交付金を活用し、獣肉加工処理施及び直売施設

（（株）山恵）が完成しました。 

１ 事業の目的 

  捕獲した猪や鹿の解体、精肉加工及び販売、肉まんなどの加工商品の開発及び販売を通 

して、獣肉の利活用を図る。 

 

２ 事業の概要 

事業主体 株式会社 山恵（加工処理及び直売等を目的として、平成25年11月に設立。） 

整備内容 獣肉加工処理施および直売施設 

     鉄骨平屋建て１棟 80.19 ㎡ 

     解体設備、加工処理設備、冷凍・冷蔵設備、売店設備。 

取扱数量 目標処理頭数：年間 猪 270 頭 鹿 10 頭（精肉加工処理量 年間７ｔ） 

     目標販売数：年間 肉まん 8,400 個、猪肉加工品「ししフランク」7,200 本 

 

３ 事業の特徴 

  豊田市内の各地域の商工会や地元のスーパー、猟友会、加工事業者と連携し、地域ぐる

みで、捕獲、解体、加工及び販売を行っていくのが特徴です。 

  また、肉まんなどの加工品は、足助地区の「香嵐渓もみじまつり」（もみじ祭り期間中

の観光客は 70 万人）での販売を予定しており、好調な売れ行きが期待されています。 

  施設の所在地：愛知県豊田市新盛町菅田 20 番地の 1 

         （国道 153 号線「新盛」交差点を北に入ってすぐにあります。） 

問い合せ先：０５６５－９８－０８３６（担当：鈴木） 

       直売所は不定休のため、あらかじめお問い合わせください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

【 施 設 外 観 】     【 し し 肉 ま ん 】    【し し フ ラ ン ク】 



東京事務所行政課農産物流通対策グループ 

 

「在京流通行政連絡会でいちご王国・栃木県を視察」 

 

  首都圏に事務所を有する 21 県の流通担当者で組織する在京流通行政連絡会

では、流通行政に係る各県相互の情報交換並びに先進地視察等を実施していま

す。同会の平成 27 年度の視察研修として、平成 28 年１月 27 日(水)に栃木県の

いちご研究所といちご生産者を視察しましたので、その結果を報告します。 

 

  栃木県農業試験場いちご研究所の視察 

 栃木県農業試験場いちご研究所は、平成 20

年に栃木県農業総合試験場栃木分場いちご

研究室の機能を拡充強化して設置された、全

国唯一のいちご専門研究機関です。同研究所

では、「とちおとめ」や「栃木 i27 号(スカ

イベリー)」に続く新品種の育種、新技術の

開発に取り組むほか、いちごに関する経営分

析、流通・消費の調査分析、産地向けの研修

や実需者との交流促進など、いちごの生産か

ら販売までの総合的な試験研究が行われてい

ます。 

 いちごの育種においては品種登録までに８

年程度必要であり、第１段階の実生選抜では

約１万粒の選抜を行い、更に系統を選抜しな

がら最終的に１品種を育種していくとのこと

で、対病性・多収性に加えて食味や粒の大き

さ、また色や輸送性など様々な要素について、

実需者や生産者の要求を満たす新品種を育成

すべく選抜を進めているところとのことでし

た。 

 

  いちご生産者の視察 

 視察を行った生産者においては、水田３

ha といちご 58a の複合経営で、家族労力が

５人、収穫時に２人の雇用労力を導入する

とのことで、品種内訳は「とちおとめ」が

49a、「スカイベリー」が 9.7a となってい

ました。 

育種ほ場の様子 

いちご研究所の外観 

ほ場視察の様子 

東 日 本 情 報 



 栽培方法は土耕栽培でしたが、現地案内を

お願いした栃木県の普及指導員からは「栃木

県では土耕栽培が一般的で、高設栽培は生産

面積の５％程度とごく一部。高設栽培は導入

コストが高いため、連作障害を回避しながら、

土耕栽培で高収量生産を実現していくとい

う方向性で取り組む生産者が多い」との話が

ありました。 

また、平成 27 年９月の関東・東北豪雨で

は、当該ほ場においても畝肩まで浸水するな

ど被害があり、生育の遅れが懸念されました

が、その後は天候にも恵まれ、小玉傾向では

あるものの大きな被害は無く生産できてい

るとのことでした。  

 

  ブランドいちご「スカイベリー」 

本視察では、大粒・良食味のブランドいちごである「スカイベリー」の話題

が多く上がりました。この「スカイベリー」は、品種名は「栃木 i27 号」とい

い、「スカイベリー」は商標名となります。  

このため、「スカイベリー」の商標使用においては県の使用許可が必要です

が、粒の大きさや糖度などの品質基準や栽培基準等に係る使用要件は設けてい

ないとのことです。 

 いちご研究所の担当者によると、現時点での栃木県内の「スカイベリー」の

生産面積は 18ha とのことですが、「厳寒期の着色不良などがあり、規格品率を

高めるためには高い技術が求められる“くせのある品種”」とのことで、栽培

技術の向上が課題とされているとのことでした。また、視察を行った農家にお

いては、『「スカイベリー」を既存の「とちおとめ」と全量置き換えることは

考えていない。大粒用途として位置づけ一部導入にとどめている』といった声

が聞かれました。 

 いちご生産においては福岡県の「あまおう」や静岡県の「紅ほっぺ」、また

本県が育種した「ゆめのか」など、主要産地それぞれがオリジナル品種を前面

にしのぎを削っている状況ですが、いちご生産量全国第 1 位である栃木県の威

信をかけた「スカイベリー」の動向に、今後とも注目したいと思います。 

収穫作業の様子 



 

 

園 芸 農 産 課 
 

ＪＡあいち経済連が設置したいちごパッキングセンターについて 

                                 
１ 設置の目的 

  本県のいちごは、産出額が全国第７位（平成26年）と、全国有数の産地です。しかし、高齢化・後

継者不足により、生産者数及び生産量は減少傾向で、今後の生産規模の維持が課題となっています。 
いちご栽培では、生産者は収穫、選別、出荷の作業をほぼ毎日行っており、その期間は半年以上に

及びます。 
特に、選別・出荷作業は、総労働時間の約４割を占め、生産者にとって大きな負担であるとともに、

経営規模を拡大する上で、阻害要因の一つにもなっています。 
一方で、いちごに対する実需者側の要望は多様化しており、ニーズに対応した商品を提供すること

が必要となっています。 
こうした情勢を背景に、数年の試行を経て、平成 27 年２月に、ＪＡあいち経済連は安城市にパッ

キングセンター（以下、「ＰＣ」という。）を設置し、パック詰めを行う業務を開始しました。 
 

２ 施設の概要 

○ 施設の種類 集出荷貯蔵施設（960㎡） 
作業室、保冷庫、予保冷庫、事務室等 

   平成26年度強い農業づくり交付金を活用 
 ○ 対象地域 西三河地域 
○ 取扱数量 147トン（平成26年産） 
 

３ ＰＣにおける作業工程 

生産者は、朝、専用コンテナに収穫したいちごを、当日中にＰＣに持ち込みます。ＰＣから遠い地

域では、生産者は地域の集荷場にいちごを持ち込み、ＰＣへの運搬を委託しています。 
いちごは、コンテナの状態で保冷庫に入れて品温を下げた後、出荷先の要望に併せた商品にパック

詰めをしていきます。商品管理を徹底するため、いちごは生産者単位で扱われます。 
いちごのパック詰め作業は技術の習熟が必要ですが、ＰＣでは職員に対して研修を行い、技術を習

得させています。 
パック詰めした製品は、予保冷庫で保管し、契約先等へ出荷されます。 

 

４ ＰＣに期待される効果 

生産者は、パック詰めをＰＣに任せることにより生じた時間を他の作業などに充てることができま

す。 
販売面では、ＰＣにおいてロットをまとめることにより、品種、規格（重量・パック形状）、数量

など、実需者の要望に応じた対応が可能となり、販売競争力の強化、農家経営の改善も期待されます。 
今後は、ＰＣの利用を前提とした生産経営スタイルが確立され、いちご産地の更なる発展につなが

ることが期待されます。 

西日本情報 



 
東京事務所行政課農産物流通対策グループ 

 

いけばな向け花材に関するセミナーが開催される 

 

  はじめに 

平成 28 年１月 20 日（水）に東京都千代田区の大手町サンスカイルームで、

農林水産省の平成 27 年度事業「少量花材安定供給体制構築支援事業」の一環と

して、いけばな向け花材に関するセミナーが開催されました。セミナーでは、

同事業により実施されたいけばなに関するアンケート結果について報告された

ほか、生産者へのレクチャーとして、いけばなの４流派から講師を招き、花材

をどのように使用するかのデモンストレーションがされました。 
 
  いけばなに関するアンケート結果 

 花き産地へのアンケートでは、出荷する花材が

いけばなとして利用されていることを認識して

出荷している産地は 61％に止まるほか、いけばな

利用の認識のある産地において、どの流派で使用

されているのかを認識している産地は 13.8％の

みとなっており、どのような花材がいけばな向け

花材となるのか、流派から産地への情報発信が必

要であるという状況が浮き彫りになりました。 

 流派へのアンケートでは、花材の種類が豊富に

なったとの認識が示される一方、欲しい花材が手

に入らなくなったとする声もあり、花材のバラエ

ティが豊かになる中、特定の品目が手に入りにく

い状況があることが推測されました。 

また、不足している花材については、カキツバ

タやハス、コウホネなどの水生の花材が多く挙げ

られていました。 

 
 
  各流派によるデモンストレーション 

 デモンストレーションでは、「池坊」、「小原流」、

「草月会」、「龍生派」の４流派からそれぞれ講

師を招き、スイセンやツバキ、ハランなどを用

いて作品を作成しながら、いけばな向け花材と

しての規格や草姿に係る解説がされました。 
  

フラワーページ 

アンケート結果を報告する日本大学腰岡教授 

アンケート結果：入手が困難な花材

デモンストレーションの様子 



花をいける際の考え方やその向き合い方は、

植物の理想の姿の追求とその再現、また植物を

用いた自己表現であったりと流派により様々で

あり、その生け方も流派により異なる技術が用

いられていました。 
花材については、「生産者において規格外とし

て破棄される生産物も、いけばなでは花材とし

て立派に成り立つものがある」として、豊かな

表現を実現していくために、規格化された花材

よりも、規格に縛られない個性的な花材を提供

して欲しい、といった声があったほか、手に入

らない規格の花材が増え、実現できない作品が

増えることでその技術が消失し、いけばな文化

自体が衰退していくことを懸念する声などが聞

かれました。 
 
  さいごに 

 いけばなの花材においては、少量・多品目かつ個性的な商品を求める声が多

くあり、規格化された商品による大量流通とは異なる生産・流通システムが必

要であると考えられます。また、いけばなで求められる規格・草姿は現在の切

り花規格と整合しないものもあり、いけばな向きの特殊な規格についても検討

が求められています。 
本事業ではその成果として、平成28年３月を目途に「いけばな花材流通マニュ

アル」及びホームページを立ち上げる予定とのことですが、これにより産地・

流通事業者・流派それぞれの情報共有が促進されることを期待したいと思いま

す。 

展示された作品 



愛 知 産 青 果 物 の 動 向

「青果物の見通し」及び「花きの見通し」ページにおいて使用する『変動の幅を
表す用語』につきましては、下記の基準で記載しております。

わずか ：±２％台以内
や や ：±３～５％台
かなり ：±６～15％台
大 幅 ：±１６％以上

○ 名古屋市中央卸売市場（品目：ブロッコリー）

入 荷 量 卸 売 価 格 前年の主な産地
(ｔ) うち愛知産 (円/kg) うち愛知産

２７年実績 ６，２３６ １，９６１ ４０７ ３１１ 愛知 （３１％)
(３１％) 北海道 （２１％）

鳥取 （２０％）
２８年見通し ６，４００ ２，０００ ３９０ ２９０ 長野 （１０％）

（３１％）

入荷量及び卸売価格の概要と見通し 卸売市場から産地への要望・提言等

昨年からの暖秋、暖冬の影響から各産地 産地間、個人間の品質格差の是正をお願い
は前進出荷となっているため、２月前半は したい。特に、秋と春の気温上昇期は劣化が
入荷量多く、価格安の展開であるが、中旬 早いので、鮮度保持フィルムや予冷設備の利
から３月いっぱいは端境となり、例年を下 用、適期収穫をお願いしたい。
回る入荷となり、高値安定の相場展開が予 安定販売や価格維持の為にも出荷計画を出
想される。輸入物は、円安等の影響により してもらい、卸売市場への提供をお願いした
日本向けの出荷量が少なく、高値での出回 い。
りが予想される。春以降の作付けは、各産
地ともほぼ横這いで、出荷は今後の天候次
第で増減する見込み。
入荷量は前年をわずかに上回り、価格は

前年をやや下回る見込み。

○ 東京都中央卸売市場（品目：ブロッコリー）

入 荷 量 卸 売 価 格 前年の主な他産地
(ｔ) うち愛知産 (円/kg) うち愛知産 （上位３産地）

２７年実績 ２，１２０ ８２７ ４２８ ３７３ 静岡 (４４％)
(３９％) 福岡 (１８％)

茨城 ( ７％)
２８年見通し ２，２００ － ３００ －

概 要 と 見 通 し 卸売市場から産地への要望・提言等

本県が約４割を占め、香川、埼玉がそれ ブロッコリーは栄養価の高い食材として消
に続く。本県の入荷量は３月にピークを迎 費者の認知度も高く、量販店の目玉商品とな
える。本県は気温高の影響で１ヶ月程度の る商材である。
前進出荷傾向にあり、出荷量は前年より減 本県産は数量があり、品質面でも高い評価
少する見込み。香川、埼玉は生育良好で順 を受けている。今後も「愛知県産ブロッコリ
調出荷が期待できる。 ー」として安定した入荷量と精度の高い産地
入荷量は前年をやや上回り、価格は高か 情報提供をお願いしたい。

った前年を大幅に下回る見込み。



名古屋・東京市場における青果物の２月の見通し

１月１５日 現在 単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

２３年 ２９，８９８ 229 238 231 愛知 29%
２４年 ３２，１６９ 233 231 246 北海道 20%
２５年 ３１，３０４ 220 194 196 鹿児島 7%
２６年 ３１，１４４ 220 212 218 静岡 6%
２７年 ３１，３４８ 227 227 229

５ヵ年平均 ３１，１７３ － － －

２８年見通し ３０，９００ － － －

２３年 １，８６４ 88 99 79 静岡 50%
２４年 ２，１３１ 99 112 110 徳島 23%
２５年 １，６５１ 109 88 90 愛知 9%
２６年 １，８７９ 77 90 89 神奈川 6%
２７年 １，７５５ 92 78 85

５ヵ年平均 １，８５６ 93 94 91

２８年見通し １，７００ 65 70 75

２３年 ２，１４０ 126 142 144 愛知 92%
２４年 ２，０１７ 115 128 134 鹿児島 4%
２５年 １，９８４ 118 127 135 熊本 3%
２６年 １，８９０ 112 135 151 長崎 1%
２７年 ２，０５５ 69 75 78

５ヵ年平均 ２，０１７ 108 121 128

２８年見通し ２，０００ 100 110 120

品
目
名

　　　　区分
実績
と見通し

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

野
　
菜
　
計

２３０
２３７
２０２
２１６
２２７

だ
　
い
　
こ
　
ん

８９
１０６
９４
８４
８３

９２

前年主要産地（％）

２２２

２１４
 前年及び本年の

 入荷量・価格の動き

　産地は愛知、北海道が中心。暖冬による
前進出荷により、キャベツ、レタス等の葉
菜類は端境期を迎え数は少なくなる。それ
以外も前年並。品質は良く大玉傾向が多
い。
　入荷量は前年並で、価格は前年をやや下
回る見込み。

１１０  入荷量・価格の動き

 前年及び本年の

 前年及び本年の

７０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　産地は静岡が中心。愛知は終了を迎え
る。天候良く、前進傾向であり、玉も大玉
傾向。２月下旬から３月上旬にかけて、前
進傾向による端境期が懸念される。
　入荷量は前年をやや下回り、価格は前年
をかなり下回る見込み。

に
　
ん
　
じ
　
ん

１３６
１２４
１２５
１２９
７３

１１７

　産地は愛知が中心。暖冬で肥大が進み、
特に愛知は２Ｌ、Ｌサイズ中心となる。
　入荷量は前年をわずかに下回り、価格は
前年を大幅に上回る見込み。

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

名古屋市中央卸売市場



１月２８日 現在 単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

２３年 １１７，３６４ 239 245 237 千葉 17%
２４年 １２３，０６６ 248 250 274 茨城 13%
２５年 １１９，３６１ 232 210 225 北海道 12%
２６年 １１９，７６３ 226 244 265 愛知 11%
２７年 １１９，０４４ 243 246 249

５ヵ年平均 １１９，７２０ － － －

２８年見通し １２０，０００ － － －

２３年 １１，５７４ 85 100 76 神奈川 54%
２４年 １１，５９３ 110 127 125 千葉 32%
２５年 １１，６７２ 110 94 96 徳島 6%
２６年 １２，０５６ 79 114 74 鹿児島 4%
２７年 １２，０７３ 97 85 94

５ヵ年平均 １１，７９４ 96 104 93

２８年見通し １１，８００ 95 90 90

２３年 ６，４０８ 158 174 162 千葉 80%
２４年 ６，９３５ 114 123 132 埼玉 6%
２５年 ６，３２９ 136 132 136 茨城 6%
２６年 ６，０４０ 136 164 171 愛知 3%
２７年 ６，６５７ 84 84 88

５ヵ年平均 ６，４７４ 125 134 137

２８年見通し ６，８００ 80 80 80

　関東産地からの入荷が中心で、果菜類は
西南暖地が増え、土物類は北海道からの入
荷となる。年内の前進出荷と冷え込みから
１月は初荷以降入荷量が伸び悩んだが、回
復傾向にある。

　神奈川、千葉からの入荷が中心となる。先
月に引き続き神奈川、千葉は気温高の影響で
前進出荷傾向で上旬は端境になる模様。神奈
川は春大根が中旬から、千葉はトンネル栽培
が上旬から出荷見込み。

　千葉を中心に関東産地からの入荷が中心
となる。千葉は先月に引き続き気温高の影
響で生育前進傾向。病害虫の発生少なく生
育良好で順調出荷が期待できる。埼玉は一
部生育不良がみられる。

に
　
ん
　
じ
　
ん

１６４
１２２
１３５
１５４
８５

１３１

　入荷量は前年をわずかに上回り、価格は
前年をやや下回る見込み。

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　入荷量は前年並で、価格は前年をわずか
に下回る見込み。

８０  入荷量・価格の動き

 前年及び本年の

９２  入荷量・価格の動き

２４０

２４０
 前年及び本年の

 入荷量・価格の動き

だ
　
い
　
こ
　
ん

８７
１２０
１００
８９
９２

９７

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　入荷量は前年をわずかに下回り、価格は
前年並の見込み。

品
目
名

　　　　区分
実績
と見通し

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

野
　
菜
　
計

２４０
２５７
２２２
２３６

前年主要産地（％）

２４６

 前年及び本年の

東京都中央卸売市場



単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

２３年 ２，９００ 68 85 86 兵庫 36%
２４年 ３，２３７ 77 88 95 茨城 31%
２５年 ３，０５８ 75 80 85 愛知 29%
２６年 ２，６３５ 68 78 68 宮崎 2%
２７年 ２，７７８ 66 62 71

５ヵ年平均 ２，９２２ 71 79 82

２８年見通し ２，７００ 60 70 80

２３年 ２，８７７ 126 135 125 愛知 92%
２４年 ３，４０２ 145 132 148 熊本 2%
２５年 ３，４２０ 115 94 110 三重 2%
２６年 ２，９７８ 120 107 105 茨城 2%
２７年 ３，５１９ 91 95 96

５ヵ年平均 ３，２３９ 119 112 117

２８年見通し ３，３００ 80 80 80

２３年 ４３９ 488 405 314 愛知 71%
２４年 ３４１ 593 580 511 茨城 14%
２５年 ３９８ 431 380 452 群馬 3%
２６年 ３５７ 413 418 443 徳島 3%
２７年 ３２４ 561 587 544

５ヵ年平均 ３７２ 493 466 445

２８年見通し ３３０ 500 500 500

 前年及び本年の

 前年及び本年の

 入荷量・価格の動き

　産地は愛知が中心。生育は良好。前進傾
向ではあるが、数量が減っていくのは３月
ぐらいからであり、２月中はある程度の出
荷が見込まれるが、数量は例年平均ほどに
なると思われる。
　入荷量、価格ともに前年をかなり下回る
見込み。

 入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　産地は兵庫、愛知、茨城が中心。天候良
いため、４Ｌ、５Ｌサイズの大玉傾向であ
るが、前進傾向であるため数は少ない。兵
庫は前半で、茨城の秋冬物は中旬で終了の
見込み。
　入荷量は前年をわずかに下回り、価格は
前年をかなり上回る見込み。

キ
　
ャ

　
ベ
　
ツ

１２９
１４１
１０５
１０９
９１

１１５

８０

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

は
　
く
　
さ
　
い

７８
８５
７９
７１
６５

７６

７０

 前年及び本年の

５００  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　産地は愛知が中心で、一部茨城等からも
入る。暖冬で順調な生育であるが、あまり
にも暖かいため、品質や入荷してからの日
持ちが悪い。
　入荷量は前年並で、価格は前年をかなり
下回る見込み。

ほ
　
う
　
れ
　
ん
　
そ
　
う

３９８
５４２

品
目
名

　　　　区分
実績
と見通し

前年主要産地（％）

４０６
４１２
５５１

４５５

名古屋市中央卸売市場



単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

２３年 １２，５６２ 57 79 71 茨城 67%
２４年 １３，４０９ 61 72 92 群馬 18%
２５年 １２，６６０ 72 74 75 兵庫 10%
２６年 １３，０１９ 68 81 60 埼玉 3%
２７年 １１，９３０ 53 45 48

５ヵ年平均 １２，７１６ 62 71 70

２８年見通し １２，２００ 50 55 45

２３年 １３，５８３ 134 130 120 愛知 67%
２４年 １５，０７２ 135 128 154 千葉 15%
２５年 １４，００５ 117 95 115 神奈川 13%
２６年 １３，８０４ 115 110 111 茨城 1%
２７年 １４，７１１ 96 94 92

５ヵ年平均 １４，２３５ 119 111 119

２８年見通し １５，０００ 80 90 100

２３年 １，８２０ 502 419 327 群馬 25%
２４年 １，４８４ 634 498 421 茨城 25%
２５年 １，８３１ 386 310 398 埼玉 21%
２６年 １，４７６ 412 553 514 千葉 17%
２７年 １，６８８ 462 503 467

５ヵ年平均 １，６６０ 476 450 421

２８年見通し １，７５０ 500 450 450

　茨城、群馬、兵庫からの入荷が中心とな
る。各産地とも気温高の影響で生育前進傾
向。生育良好で大玉傾向のため順調出荷が
期待できる。兵庫は下旬に量がまとまって
くる見込み。

　愛知、千葉、神奈川からの入荷が中心と
なる。各産地とも気温高の影響で生育前進
傾向。冷え込みで生育が停滞することもあ
るが、生育良好なことから順調出荷が期待
できる。

　前月に続き群馬、茨城など関東産地から
の入荷が中心となる。群馬は降雪の影響で
生育停滞がみられるが、他産地は気温高の
影響から生育は前進傾向で概ね良好。

３６２
４８３
４７７

４４５

品
目
名

　　　　区分
実績
と見通し

前年主要産地（％）

 前年及び本年の

４６７  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　入荷量は前年をやや上回り、価格は前年
をわずかに下回る見込み。

ほ
　
う
　
れ
　
ん
　
そ
　
う

４１３
５１４

キ
　
ャ

　
ベ
　
ツ

１２８
１３９

９４

１１７

９０

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　入荷量は前年並で、価格は前年をやや下
回る見込み。

１０９

は
　
く
　
さ
　
い

６８
７４
７４
７１
４９

６８

５０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　入荷量、価格ともに前年をわずかに上回
る見込み。

 前年及び本年の

 前年及び本年の

１１３

 入荷量・価格の動き

東 京 都中 央 卸 売 市場



単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

２３年 ８５６ 401 444 433 静岡 23%
２４年 ９４５ 385 432 437 大分 22%
２５年 ９１６ 339 321 343 愛知 18%
２６年 ８２７ 347 491 415 鳥取 9%
２７年 ９４４ 343 346 348

５ヵ年平均 ８９８ 363 404 394

２８年見通し ９５０ 300 350 400

２３年 １，２１１ 343 312 255 兵庫 39%
２４年 １，１３０ 384 403 475 熊本 15%
２５年 １，３７８ 358 252 269 静岡 13%
２６年 １，５２９ 228 213 241 愛知 13%
２７年 １，６２０ 275 295 286

５ヵ年平均 １，３７４ 311 289 298

２８年見通し １，３００ 350 300 250

２３年 １，１９９ 326 305 313 愛知 56%
２４年 １，０８８ 432 390 456 宮崎 16%
２５年 １，１６８ 320 277 328 高知 15%
２６年 １，１８７ 302 357 384 鹿児島 12%
２７年 １，１５２ 424 358 325

５ヵ年平均 １，１５９ 359 337 360

２８年見通し １，１８０ 400 380 380

品
目
名

２９８

３２９
４０５
３４１

３８１  前年及び本年の

３５０  入荷量・価格の動き

　産地は、兵庫、静岡、愛知、熊本が中
心。暖冬のため、１月は前進傾向であり、
２月中旬から下旬で少なくなるのでは。そ
のため、２月全体では少なくなる見込み。
　入荷量は前年を大幅に下回り、価格は前
年をやや上回る見込み。

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　産地は、愛知、静岡、鳥取が中心。愛知
産は、１月中は順調。２月に入っても変わ
らないと思われるが、天候次第。静岡は、
２Ｌ、Ｌサイズ傾向で数は多め。鳥取は、
天候次第ではあるが降雪の影響が懸念され
る。
　入荷量は前年並で、価格は前年をわずか
に上回る見込み。

レ
　
　
タ
　
　
ス

３０３
４１７
２９２
２２６
２８５

 入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　産地は愛知、九州、四国地方が中心とな
る。全体的な生育不良が続いており、細物
が多い。また、数も減少傾向が続いている
が、細物のため価格に反映していない。
　入荷量は前年をわずかに上回り、価格は
前年をやや上回る見込み。

３４６

 前年及び本年の

３００  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　　　　区分
実績
と見通し

前年主要産地（％）

３３６
３６５

 前年及び本年の

３８５

４２３
４１１

ね
　
　
 
　
ぎ

き
　
ゅ

　
う
　
り

３１５
４２２
２９８

名古屋市中央卸売市場名古屋市中央卸売市場



単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

２３年 ４，３６９ 272 340 306 千葉 40%
２４年 ４，８００ 252 281 313 埼玉 26%
２５年 ４，５９９ 241 237 261 群馬 13%
２６年 ４，２２４ 273 483 334 茨城 11%
２７年 ４，７０７ 241 235 273

５ヵ年平均 ４，５４０ 255 311 297

２８年見通し ４，８００ 260 260 260

２３年 ６，３４８ 325 280 219 静岡 33%
２４年 ６，２２１ 359 363 414 香川 12%
２５年 ６，２０８ 355 231 246 茨城 12%
２６年 ７，０９８ 221 207 219 兵庫 9%
２７年 ６，４７０ 279 295 271

５ヵ年平均 ６，４６９ 305 274 271

２８年見通し ６，５００ 270 280 270

２３年 ４，９３９ 338 333 331 宮崎 32%
２４年 ４，８３６ 439 398 466 千葉 20%
２５年 ４，９３２ 325 283 332 高知 18%
２６年 ４，４９６ 313 400 409 群馬 12%
２７年 ４，７０１ 465 384 356

５ヵ年平均 ４，７８１ 376 358 378

２８年見通し ４，７００ 450 400 380

２６５

３０３
２７９

ね
　
　
 
　
ぎ

き
　
ゅ

　
う
　
り

３３４
４３５
３１３
３７０
４０２

　　　　区分
実績
と見通し

前年主要産地（％）

 前年及び本年の

４１０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　入荷量、価格ともに前年並の見込み。

３７０

　宮崎、千葉、高知、群馬からの入荷が中
心となる。宮崎、高知の生育は概ね良好。
千葉は気温高の影響で強樹勢がみられた
が、気温低下に伴い回復傾向にある。群馬
は作付け減。

 前年及び本年の

２７３  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　入荷量は前年並で、価格は前年をやや下
回る見込み。

　静岡、香川、茨城、兵庫からの入荷が中
心となる。静岡は大玉傾向からＬ中心の玉
流れに落ち着いてきた。兵庫は10月下旬に
定植作業が重なり、上旬に増量の模様。茨
城は生育は概ね良好。

レ
　
　
タ
　
　
ス

２７５
３７７
２７８
２１６
２８２

２８４

 前年及び本年の

２６０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　入荷量は前年並で、価格は安かった前年
をやや上回る見込み。

　前月に続き千葉、埼玉など関東産地から
の入荷が中心となる。各産地とも生育は概
ね良好。千葉、埼玉は一部病害発生がみら
れるが軽微。群馬は降雪で収穫作業が遅れ
ている。茨城は肥大良好。

３６３
２４８

２９０

品
目
名

名古屋市中央卸売市場東 京 都中 央 卸 売 市場



単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

２３年 ５４２ 349 339 340 熊本 53%
２４年 ４７２ 400 386 374 愛知 41%
２５年 ４２９ 408 365 355 高知 6%
２６年 ４１５ 332 367 389 福岡 1%
２７年 ４０６ 451 448 417

５ヵ年平均 ４５３ 386 378 373

２８年見通し ４００ 400 400 400

２３年 ８９６ 271 296 329 熊本 53%
２４年 ８５３ 364 397 564 愛知 27%
２５年 ８２９ 343 374 429 三重 10%
２６年 ８７０ 337 362 423 岐阜 6%
２７年 ８５６ 402 450 493

５ヵ年平均 ８６１ 343 375 446

２８年見通し ８５０ 400 400 400

２３年 ２３７ 676 696 691 熊本 59%
２４年 ２４８ 778 798 1,016 愛知 30%
２５年 ２８５ 741 745 744 和歌山 8%
２６年 ２９４ 670 753 786 宮崎 3%
２７年 ３０１ 793 868 872

５ヵ年平均 ２７３ 733 775 822

２８年見通し ３００ 750 830 820

な
　
　
　
　
す

３４３
３８３
３７１
３５９
４３７

３７６  前年及び本年の

４００  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　産地は熊本、愛知が中心となる。出荷は
順調すぎるくらい順調。成り疲れが懸念さ
れる。気温の低下に伴い受精少なくなり、
量も少なくなる可能性もある。
　入荷量は前年並で、価格は前年をかなり
下回る見込み。

ト
　
　
マ
　
　
ト

２９６
４３６
３７９
３７０
４４７

３８５  前年及び本年の

４００  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　産地は、熊本、愛知中心。熊本は前進出
荷による成り疲れで、着花少なく、Ｍ、Ｓ
サイズ中心の小玉傾向。
　入荷量は前年並で、価格は前年をかなり
下回る見込み。

ミ
　

ニ
　

ト
　

マ
　

ト

６８７
８５０
７３９
７３３
８４７

７７３  前年及び本年の

８００  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　トマトと同じく、産地は熊本、愛知が中
心。現在は高気温で前進傾向も、今後は冷
え込みによる着花不良で数は少なくなる見
込み。
　入荷量は前年並で、価格は前年をやや下
回る見込み。

前年主要産地（％）　　　　区分
実績
と見通し

品
目
名

名古屋市中央卸売市場名古屋市中央卸売市場



※「なす」の数値には「べいなす」を含まない。

単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

２３年 ２，０３３ 387 398 429 高知 64%
２４年 ２，１３７ 429 460 450 福岡 16%
２５年 １，９７５ 420 394 425 熊本 8%
２６年 １，９６７ 376 471 471 佐賀 5%
２７年 １，８９４ 566 508 445

５ヵ年平均 ２，００１ 434 446 444

２８年見通し １，９００ 500 500 450

２３年 ５，１０５ 317 327 357 熊本 34%
２４年 ４，６９７ 400 446 596 栃木 19%
２５年 ４，７２３ 378 394 457 愛知 12%
２６年 ４，９８２ 354 373 455 宮崎 5%
２７年 ４，７０８ 424 485 506

５ヵ年平均 ４，８４３ 373 403 472

２８年見通し ４，７００ 450 400 400

２３年 ９５４ 656 682 681 熊本 37%
２４年 ９６４ 807 816 1,067 愛知 20%
２５年 １，０８９ 752 763 754 宮崎 17%
２６年 １，２５１ 629 735 780 千葉 8%
２７年 １，１６１ 791 881 865

５ヵ年平均 １，０８４ 725 777 827

２８年見通し １，１６０ 800 900 900

　熊本、愛知、宮崎からの入荷が中心とな
る。熊本は11月の日照不足の影響で着果量
が少ないが作付け面積増。愛知は低温の影
響もあり出荷量はやや少なくなる見込み。

８６７

７７１

品
目
名

前年主要産地（％）　　　　区分
実績
と見通し

 前年及び本年の

 入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

 

　入荷量は前年並で、価格は高かった前年
をわずかに上回る見込み。

ミ
　

ニ
　

ト
　

マ
　

ト

６７２
８８６
７５６
７０４
８４５

 前年及び本年の

４１７  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　入荷量は前年並で、価格は高かった前年
をかなり下回る見込み。

　熊本、栃木、愛知からの入荷が中心とな
る。熊本は年内前進出荷と11月日照不足の影
響で着果量が少ない。栃木は年末からの好天
で生育は回復傾向。愛知は年内前進出荷と低
温の影響で少なくなる見込み。

ト
　
　
マ
　
　
ト

３３３
４７４
４０９
３８３
４７０

４１２

 前年及び本年の

４８３  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　入荷量は前年並で、価格は高かった前年
をやや下回る見込み。

　高知、福岡など西南暖地からの入荷が中
心となる。高知は樹勢回復傾向にあり、今
後の天候によるが順調出荷の見込み。福岡
は低温と日照不足の影響で着果量が少なく
推移。

な
　
　
　
　
す

４０４
４４５
４１３
４３２
５０３

４３９

名古屋市中央卸売市場東 京 都中 央 卸 売 市場



単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

２３年 ３６２ 643 619 608 宮崎 46%
２４年 ３３８ 812 713 814 鹿児島 41%
２５年 ３７８ 734 640 615 高知 12%
２６年 ３６４ 652 658 679 0 0%
２７年 ４０５ 724 727 710

５ヵ年平均 ３６９ 712 672 684

２８年見通し ３６０ 700 700 680

２３年 ２，６２２ 153 169 187 鹿児島 54%
２４年 ２，９２１ 135 142 135 北海道 42%
２５年 ２，６４２ 105 107 107 長崎 4%
２６年 ２，７２２ 113 116 125 0 0%
２７年 ３，１２０ 120 129 137

５ヵ年平均 ２，８０６ 125 133 138

２８年見通し ３，０００ 130 130 130

２３年 ３，９８０ 134 138 116 北海道 93%
２４年 ５，２０５ 95 98 101 静岡 6%
２５年 ５，４９７ 92 91 87 愛知 1%
２６年 ５，０７２ 139 134 135 中国 1%
２７年 ４，９９９ 101 103 108

５ヵ年平均 ４，９５１ 111 111 109

２８年見通し ５，５００ 70 70 70

ピ
　
ー

　
マ
　
ン

６２３
７９０
６５２
６６６
７１９

６８９  前年及び本年の

６９０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　産地は鹿児島、宮崎、高知が中心。
　前進傾向で数は入ってきているが、今後
は冷え込みで停滞気味になると思われる。
　２月全体では数は少なめの予想。
　入荷量は前年をかなり下回り、価格は前
年をやや下回る見込み。

ば
　
れ
　
い
　
し
　
ょ

１６８
１３８
１０６
１１９
１３０

１３２  前年及び本年の

１３０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　産地は北海道は貯蔵物の計画出荷と鹿児
島中心。
　鹿児島の本土物は生育が良くなく、Ｍ、
Ｌサイズ中心。逆に離島物は生育順調。長
崎も生育良くなく出荷量が少ない。
　入荷量は前年をやや下回り、価格は前年
並の見込み。

た
　
ま
　
ね
　
ぎ

１２９
９４
８６

１２６
１０２

１０６  前年及び本年の

７０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　産地は北海道中心。静岡の新玉も増え
る。暖冬の影響で生育順調、静岡からも多
く入り数は多い。そのため、引き合いは弱
い。
　入荷量は前年をかなり上回り、価格は前
年を大幅に下回る見込み。

品
目
名

　　　　区分
実績
と見通し

前年主要産地（％）

名古屋市中央卸売市場名古屋市中央卸売市場



単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

２３年 １，２５１ 661 622 617 宮崎 43%
２４年 １，２１７ 822 695 862 高知 21%
２５年 １，２２７ 765 608 597 鹿児島 18%
２６年 １，２８８ 666 667 681 茨城 17%
２７年 １，２９５ 751 730 704

５ヵ年平均 １，２５６ 732 665 692

２８年見通し １，３００ 700 670 670

２３年 ７，８５５ 147 159 166 北海道 59%
２４年 ８，７３５ 119 126 127 鹿児島 30%
２５年 ８，２３９ 98 95 90 長崎 11%
２６年 ８，８９３ 105 110 118
２７年 ８，２５１ 107 114 127

５ヵ年平均 ８，３９５ 115 120 125

２８年見通し ８，２００ 115 115 115

２３年 ８，４３７ 142 143 145 北海道 84%
２４年 １０，２０８ 96 102 105 静岡 8%
２５年 ９，４５３ 92 99 103 中国 3%
２６年 １０，０２８ 144 146 144 長崎 2%
２７年 １０，５４６ 110 111 117

５ヵ年平均 ９，７３４ 116 120 122

２８年見通し １０，６００ 105 115 125

品
目
名

　　　　区分
実績
と見通し

前年主要産地（％）

 前年及び本年の

１１５  入荷量・価格の動き

 前年及び本年の

１１５  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　入荷量は前年並で、価格は前年をわずか
に上回る見込み。

た
　
ま
　
ね
　
ぎ

１４３
１００
９８

１４５
１１２

１１９

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　入荷量、価格ともに前年並の見込み。

ば
　
れ
　
い
　
し
　
ょ

１５６
１２４
９４

１１０
１１５

１１９

 前年及び本年の

６８０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　入荷量は前年並で、価格は高かった前年
をかなり下回る見込み。

ピ
　
ー

　
マ
　
ン

６３４
８００
６５４
６７１
７３０

６９７

　西南暖地と茨城からの入荷が中心とな
る。天候の影響を受けやすいが、宮崎は生
育良好で安定出荷の見込み。高知は生育回
復傾向で中旬には増量見込み。茨城は生育
は概ね良好。

　北海道、鹿児島、長崎からの入荷がほと
んどを占める。北海道はＬサイズ中心で前
年並出荷の見込み。鹿児島、長崎は生育期
の干ばつの影響で小玉傾向の見込み。

　北海道を中心に静岡、長崎から入荷す
る。北海道はＬ大サイズ中心で前年より増
量の見込み。静岡は前年は前進出荷した
が、今年は平年並の出荷ペースの見込み。

名古屋市中央卸売市場東 京 都中 央 卸 売 市場



単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

２３年 ９，４００ 354 365 341 青森 22%
２４年 ９，０８３ 356 370 397 フィリピン 14%
２５年 ８，９４２ 324 339 362 静岡 14%
２６年 ８，８５４ 360 355 370 愛知 13%
２７年 ８，５４３ 370 392 385

５ヵ年平均 ８，９６４ － － －

２８年見通し ７，５００ － － －

２３年 ４，０８２ 296 317 300 静岡 29%
２４年 ４，６０６ 263 262 256 愛媛 22%
２５年 ４，１２３ 228 237 247 愛知 14%
２６年 ４，３５２ 240 227 258 和歌山 8%
２７年 ３，９６４ 247 278 248

５ヵ年平均 ４，２２５ 255 264 262

２８年見通し ３，２００ 270 270 270

２３年 １，１８６ 1,129 1,002 945 愛知 55%
２４年 ７９３ 1,443 1,418 1,385 熊本 25%
２５年 ９８５ 1,129 1,109 1,174 鹿児島 7%
２６年 ９４６ 1,285 1,260 1,120 佐賀 5%
２７年 ８４９ 1,412 1,366 1,229

５ヵ年平均 ９５２ 1,263 1,210 1,151

２８年見通し ９００ 1,200 1,250 1,300

 前年及び本年の

１，２５０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　産地は愛知、熊本が中心。暖冬により前
倒し傾向となっており、昨年ほどではない
が数は少ない。色付きも早いため、小粒傾
向。
　入荷量は前年をかなり上回り、価格は前
年をかなり下回る見込み。

い
　
　
ち
　
　
ご

１，０２１
１，４１８
１，１３７
１，２１８
１，３３２

１，２０６

 前年及び本年の

２７０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　産地は、静岡、愛媛が中心で愛知も続
く。暖冬ではあるものの、不作傾向となっ
ており、昨年に比べ２割ほど少ない。ま
た、品質も良くなく、数の減少に比べ引き
合いは弱い。
　入荷量は前年を大幅に下回り、価格は前
年をやや上回る見込み。

か
　
ん
　
き
　
つ

３０２
２５９
２３７
２４０
２５７

２５９

 前年及び本年の

４００  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　国内の産地は青森、静岡、愛知が中心。
かんきつ、りんご、いちごなどが入荷す
る。暖冬の影響により全体的に前進傾向。
そのため、数は少ない。また、色つきが早
いため、品質は良くない。
　入荷量は前年をかなり下回り、価格は前
年をやや上回る見込み。

果
　
　
実
　
　
計

３６４
３７４
３４４
３６４
３８３

３６６

品
目
名

　　　　区分
実績
と見通し

前年主要産地（％）

名古屋市中央卸売市場名古屋市中央卸売市場



単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

２３年 ３４，５８２ 392 403 408 静岡 19%

２４年 ３８，３８９ 356 386 414 愛媛 16%

２５年 ３６，８３８ 344 359 369 青森 19%

２６年 ３６，８５６ 375 378 377 フィリピン 6%

２７年 ３６，２２６ 457 385 405

５ヵ年平均 ３６，５７８ － － －

２８年見通し ３５，５００ － － －

２３年 ６，３０９ 234 232 230 青森 95%

２４年 ５，４３４ 341 353 361 長野 2%

２５年 ６，５９４ 244 242 237 山形 2%

２６年 ５，７５５ 293 289 292 秋田 1%

２７年 ７，２３７ 270 278 277

５ヵ年平均 ６，２６６ 274 276 276

２８年見通し ６，９００ 290 290 290

２３年 ４，７５６ 1,119 1,084 1,005 栃木 38%

２４年 ３，４９１ 1,392 1,385 1,359 福岡 19%

２５年 ４，２２９ 1,152 1,126 1,181 茨城 11%

２６年 ４，１９２ 1,290 1,253 1,153 佐賀 10%

２７年 ３，９４８ 1,481 1,279 1,388

５ヵ年平均 ４，１２３ 1,276 1,215 1,204

２８年見通し ４，０００ 1,500 1,300 1,300

３８５  前年及び本年の

４２０

品
目
名

　　　　区分
実績
と見通し

前年主要産地（％）

 入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　りんご、みかん、いちご中心に不知火など
の晩柑類の入荷が本格化する。みかんは不作
傾向の産地多く高値基調で推移する見込み。
不知火は熊本、愛媛ともに前進傾向で下旬に
かけて数量減が見込まれる。
　入荷量は前年をわずかに下回り、価格は前
年をわずかに上回る見込み。

果
　
　
実
　
　
計

４００

３８２

３５７

３７７

４１０

り
　
　
ん
　
　
ご

２３２

３５１

２４１

２９１

２８２

２７７  前年及び本年の

２９０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

  青森から「ふじ」の貯蔵もの中心に「王
林」「ジョナゴールド」などが入荷する。輸
出が一段落し、市場への出荷が本格化する。
「ふじ」は産地在庫は前年よりやや少ない。
「王林」、「ジョナゴールド」は前年並みの
入荷となる見込み。
　入荷量は前年をやや下回り、価格は前年を
わずかに上回る見込み。

い
　
ち
　
ご

１，０６８

１，３７８

１，１５２

１，２３３

１，４０２

１，２３５  前年及び本年の

１，４００  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　栃木中心に福岡、佐賀などから入荷。年明
け以降の全国的な低温、曇天により栃木、福
岡、佐賀ともに入荷量は減少しているが、天
候が回復すれば中旬から下旬以降は順調な出
荷が見込まれる。
　入荷量、価格ともに前年並の見込み。

名古屋市中央卸売市場東京都中央卸売市場



切　花　・　鉢　花　の　２　月　の　見　通　し

　切　花（愛知名港花き地方卸売市場　　１月２９日現在）

２３年 １，７０１ ４７
実 ２４年 １，６４９ ５８

２５年 １，４７６ ５７
績 ２６年 １，４５７ ４７

２７年 １，３６５ ６０

１，５３０ ５４

１，４００ ５０

概
　
要

２３年 １，１２１ ３２
実 ２４年 １，１３４ ３４

２５年 １，１２０ ２４
績 ２６年 １，００２ ２５

２７年 １，１３６ ３８

１，１０３ ３１

１，１００ ３５

概
　
要

２３年 １，０３６ ３８
実 ２４年 １，０３７ ４１

２５年 １，０１７ ３７
績 ２６年 ９１５ ４２

２７年 ８７３ ４６

９７６ ４１

９００ ４２

概
　
要

２３年 １６７ ６１
実 ２４年 １６７ ８３

２５年 １６２ ６７
績 ２６年 １７８ ６８

２７年 １９９ ６８

１７５ ６９

１７０ ６８

概
　
要

品
目

輪
　
　
ぎ
　
　
く

　愛知、沖縄、三重等から入荷。１月の低温の影響が残り、前半はやや少なめか。業務の
動きにもよるが、上物は強く、下物は重い展開が予想される。

　　　　　区分
実績等

５ヶ年平均

２８年見通し

入荷量 卸売価格 前年及び本年の入荷量・価格の動き

カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン

か
　
す
　
み
　
そ
　
う

２８年見通し

５ヶ年平均

小
　
　
ぎ
　
　
く

５ヶ年平均

　沖縄中心に入荷。１月後半の寒波で低温障害も発生し、品質に不安が残る。平年並の作
付けとなっているが、天候などの状況によってはやや少なめに推移すると思われる。

５ヶ年平均

２８年見通し

　愛知を中心に和歌山、長野から入荷。11月から例年より気温が高く推移していたが、１
月後半からの寒波で２月は出荷が落ちつく。業務等で安定単価で推移するする見込み。

２８年見通し

　高知、和歌山、熊本からの入荷。１月から２月の影響により出荷は例年に比べ、少な
い。業務需要に加え、中旬以降一般需要も活発で相場は強い展開になろう。だだ、大雪等
天候が心配。

単位：千本、円／本



２３年 ２５７ １８７
実 ２４年 ２４９ ２２４

２５年 ２８６ １６９
績 ２６年 ２３９ ２０５

２７年 ２２５ ２０７

２５１ １９７

２３０ ２００

概
　
要

２３年 ４６４ ６１
実 ２４年 ３９０ ９１

２５年 ４２４ ６９
績 ２６年 ４３２ ７７

２７年 ４４４ ７７

４３１ ７４

４３０ ７５

概
　
要

２３年 ６９１ ８２
実 ２４年 ６９６ ９３

２５年 ６６３ ８７
績 ２６年 ６３２ ９４

２７年 ６１０ ８７

６５８ ８８

６００ ９０

概
　
要

２３年 １，５００ ４８
実 ２４年 １，８９３ ４２

２５年 １，７１９ ４２
績 ２６年 １，８７１ ３９

２７年 １，７３２ ４２

１，７４３ ４３

１，７００ ４２

概
　
要

枝
　
　
も
　
　
の

５ヶ年平均

洋
　
　
ら
　
　
ん

ゆ
　
　
　
　
り

５ヶ年平均

２８年見通し

　オリエンタルは高知、埼玉、宮崎などから入荷。例年彼岸需要前で例年少ない入荷の月
で、今年も同様にやや少ない入荷。業務中心の販売。ＬＡ、鉄砲もオリエンタル同様に少
ない入荷となりそう。天候に左右されるが、ユリ類全体で安定した販売となりそう。

５ヶ年平均

２８年見通し

　愛知、三重、岐阜、和歌山を中心に入荷。１月中旬からの急激な冷え込みで入荷量はあ
まり多くない。業務中心の動きでフラワーバレンタインに期待したい。

２８年見通し

　花桃がメインとなり、促成物の入荷が多くなる。暖冬によりやや前進。中旬から下旬に
かけて花桃は堅調な動きとなろう。

品
目
　　　　　区分
実績等

入荷量 卸売価格 前年及び本年の入荷量・価格の動き

５ヶ年平均

２８年見通し

　高知、徳島、愛知、宮崎等、輸入物が入荷。上旬は１月下旬の低温の影響で、若干入荷
は少なめに推移するだろう。中旬以降は気候も緩み、入荷量も徐々に増えてくるだろう。
市況は若干の弱持合いの展開となる。

ば
　
　
　
　
ら

単位：千本、円／本



　鉢　花（愛知豊明花き地方卸売市場　　１月１４日現在）

２３年 １４，４３８ ２３４

実 ２４年 １１，２８６ １９２

２５年 １３，２４１ １８５

績 ２６年 １１，４７９ １９６

２７年 １１，０００ ２０５

１２，２８９ ２０３

１３，０００ １７７

概
　
要

２３年 ２７０，６６８ １１４

実 ２４年 ２６５，７４６ ９８

２５年 ３１４，９８４ ８７

績 ２６年 ２８８，１７４ ８９

２７年 ２９０，０００ ９０

２８５，９１４ ９５

２５０，０００ ８４

概
　
要

２３年 ６４，２７１ １８４

実 ２４年 ４５，６７６ １９５

２５年 ３９，４５７ １５９

績 ２６年 ３８，８０９ １８９

２７年 ４０，２００ ２００

４５，６４３ １８６

４０，０００ １９０

概
　
要

プ
　
　
リ
　
　
ム
　
　
ラ

品
目

エ
　
　
　
　
リ
　
　
　
　
カ

　入荷量は例年並か。ポット中心の入荷になる見込み。昨年同様にスズランエリカ、ホワ
イトデライト等の品種が中心で、単価面では厳しい見込み。
　昨年２月の主要県の入荷実績は金額ベースのシェアで１位山梨（31.3％）、２位新潟
（24.3％）、３位長野（21.1％）となっている。

　　　  区分
実績等

５ヶ年平均

２８年見通し

５ヶ年平均

２８年見通し

チ
　
ュ

　
ー

　
リ
　
ッ

　
プ

　入荷量は昨年並か。６号以上のサイズは昨年より減少で、４から５号メインでの入荷見
込み。引き合いも４から５号が中心になると思われる。
　昨年２月の主要県の入荷実績は金額ベースのシェアで１位愛知（46.0％）、２位埼玉
（21.7％）、３位長野（8.7％）となっている。

入荷量 卸売価格 前年及び本年の入荷量・価格の動き

　入荷量は減少か。今年は昨年同様に温度が高い為に、12月前半からの出荷が非常に多い
ので２月は早めに終了予定の見込み。
　昨年２月の主要県の入荷実績は金額ベースのシェアで１位愛知（45.0％）、２位三重
（12.4％）、３位埼玉（11.5％）となっている。

５ヶ年平均

２８年見通し

単位：鉢、円／鉢



２３年 ７６，９３０ ２５４

実 ２４年 ６３，７７９ ２６０

２５年 ７５，５６６ ２２８

績 ２６年 ６４，２５０ ２４５

２７年 ６４，０００ ２４０

６８，９０５ ２４５

６２，０００ ２５８

概
　
要

２３年 ６０，０２０ １６９

実 ２４年 ５２，０８５ １５４

２５年 ５５，７２８ １５１

績 ２６年 ５４，６５６ １６１

２７年 ６３，０８９ １６４

５５，２９８ １６１

６３，０００ １５９

概
　
要

２３年 ３８，１２７ ６８０

実 ２４年 ３０，７６８ ７７９

２５年 ３０，６８４ ８４６

績 ２６年 ３０，５０６ ８６６

２７年 ３１，２８８ ８８１

３２，２１７ ８０８

３１，０００ ８７１

概
　
要

サ
　
イ
　
ネ
　
リ
　
ア

５ヶ年平均

品
目
　　　　区分
実績等

入荷量

２８年見通し

　入荷量は昨年並か。花色の鮮やかな商品、新品種の引き合いが強くなる見込み。
　昨年２月の主要県の集荷実績は金額ベースのシェアで１位岐阜（26.2％）、２位愛知
（25.5％）、３位静岡（16.1％）となっている。

２８年見通し

　入荷量は昨年並か。価格帯としては、５号６入＠300が中心になる見込み。月末に向けて
地元の卒業・卒園需要から４号の引き合いが非常に強くなるが、反面６号以上のギフト向
き商品は苦戦が予想される。
　昨年２月の主要県の入荷実績は金額ベースのシェアで１位埼玉（25.1％）、２位愛知
（16.5％）、３位富山（8.5％）となっている。

卸売価格

２８年見通し

　入荷量は昨年並か。キンギアナム系統が増えてきている傾向が見受けられる。
ノビル系の数量は減少すると思われる。昨年同様に固めでの出荷を意識して、早めの商品
提案をお願いしたい。
　昨年２月の主要県の入荷実績は金額ベースのシェアで１位愛知（58.8％）、２位岡山
（12.9％）、３位静岡（8.9％）となっている。

デ
　
ン
　
ド
　
ロ
　
ビ
　
ウ
　
ム

５ヶ年平均

マ
　
ー

　
ガ
　
レ
　
ッ

　
ト

前年及び本年の入荷量・価格の動き

５ヶ年平均

単位：鉢、円／鉢



１　輸入実績

数量 前年比 金額 前年比 単価 前年比 数量 前年比 金額 前年比 単価 前年比

　 トン ％ 千円 ％ 円／kg ％ トン ％ 千円 ％ 円／kg ％

野菜（生鮮・冷蔵） 48,788 102.4 6,745,461 106.0 138 103.5 714,705 100 88,922,077 113 124 113

トマト 686 110.6 285,361 107.0 416 96.7 6,429 101 2,551,211 99 397 98

たまねぎ 17,967 77.6 1,052,559 94.4 59 121.7 283,915 95 15,447,311 104 54 110

にんにく 1,494 99.5 371,667 133.7 249 134.3 18,804 119 4,281,920 161 228 135

ねぎ 3,887 108.9 488,254 119.3 126 109.6 52,005 111 6,614,479 133 127 120

ブロッコリー 665 65.6 178,119 81.3 268 123.9 17,462 62 4,676,260 87 268 141

結球キャベツ 2,791 457.6 91,823 530.3 33 115.9 30,231 91 1,279,484 98 42 108

にんじん・かぶ 5,154 131.0 220,614 144.1 43 110.1 65,843 102 3,856,860 123 59 121

ごぼう 4,314 121.5 278,614 151.2 65 124.4 39,090 99 2,266,840 78 58 79

えんどう 49 130.0 24,938 144.8 505 111.4 689 119 304,142 151 441 126

アスパラガス 1,098 99.3 862,938 97.1 786 97.8 8,262 84 6,133,272 106 742 125

まつたけ 82 59.8 382,813 85.5 4,671 142.9 890 97 4,997,050 102 5,613 105

しいたけ 220 80.4 84,735 84.2 385 104.8 1,954 99 762,736 101 390 102

かぼちゃ 4,211 151.8 399,321 137.8 95 90.8 93,878 113 8,667,025 129 92 115

果実（生鮮・乾燥） 122,498 106.5 25,218,125 117.9 206 110.7 1,561,132 108 308,561,166 128 198 118

バナナ 76,751 109.3 8,357,732 135.6 109 124.1 889,705 110 95,497,087 130 107 118

パイナップル 11,560 103.7 1,222,039 143.2 106 138.1 139,217 99 12,208,277 118 88 119

レモン 2,226 97.6 635,860 109.3 286 112.0 44,578 106 10,165,353 133 228 126

オレンジ 3,689 113.7 448,904 109.8 122 96.5 82,858 106 12,439,842 113 150 106

グレープフルーツ 4,001 99.9 702,832 112.6 176 112.6 90,353 95 11,019,254 111 122 117

メロン 974 85.2 141,678 87.7 146 102.8 22,471 86 2,624,563 91 117 106

ぶどう 5,391 203.3 2,001,945 226.0 371 111.2 49,786 204 16,754,214 251 337 123

キウイ 3,780 110.7 1,214,632 121.9 321 110.2 78,297 127 27,099,994 128 346 101

いちご 310 84.3 357,746 90.5 1,153 107.4 3,019 103 3,475,759 116 1,151 113

切花（生鮮・乾燥） 2,709 88.7 2,637,544 92.9 974 104.7 36,149 103 34,741,668 115 961 111

鳥獣肉類 159,443 108.9 83,812,863 103.1 526 94.7 1,773,502 107 945,440,492 112 533 105

牛肉（くず肉含む） 44,872 108.7 28,568,611 100.2 637 92.1 458,377 104 312,726,692 125 682 121

豚肉（くず肉含む） 65,645 122.8 34,772,133 115.2 530 93.8 722,886 99 389,056,101 97 538 98

鶏肉 39,023 93.4 11,172,679 84.2 286 90.1 487,847 124 146,728,957 128 301 104

水産物（生鮮・冷蔵・冷凍） 157,194 104.2 107,773,117 100.5 686 96.5 1,543,532 114 1,062,192,463 116 688 102

まぐろ類 15,475 98.0 11,956,422 96.1 773 98.1 186,256 106 174,368,056 123 936 116

さば・さんま・あじ・いわし 19,962 110.7 3,731,192 431.6 187 389.9 79,166 146 17,088,691 136 216 93

２　輸出実績

果実（生鮮・乾燥） 6,620 109.0 2,718,724 125.3 411 114.9 33,165 170 15,213,462 183 459 108

うんしゅうみかん 800 83.5 154,589 81.9 193 98.2 2,289 109 515,274 113 225 104

りんご 5,383 112.3 2,161,883 124.1 402 110.5 25,981 198 9,935,250 211 382 106

なし 44 107.5 25,956 116.8 589 108.6 1,305 142 681,240 140 522 99

野菜（生鮮・冷蔵・乾燥） - - 575,893 130.9 - - - - 4,358,334 148 - -

緑茶 345 88.8 841,041 116.3 2,435 131.0 3,610 131 8,961,613 143 2,482 109

資料　農林水産省大臣官房統計部「農林水産物輸出入情報」 ※速報値によるデータのため、累計値に誤差がある場合があります。

１ １ 月 ま で の 累 計

（２０１５年）

品 名
１ １ 月

主要農林水産物の輸出入実績



関 連 指 数 
 

 

 
項 目 

 

年 月 

全  国 平成22年＝100
消費者物価指数 

愛知県 平成22年＝100 
 
 

 

 

 

項 目
 

年 月 

農業物価指数 （平成22年＝100） 

総 

合 

生鮮

野菜

生鮮

果物

肉 

類 

魚介

類 

農産物

総 合

米 

 

野 菜

 

果 実

 

畜産物

 

全

 

国

 

25年平均 100.0 96.4 101.6 99.3 102.4 25年平均 102.8 112.8 98.7 94.7 107.7

26年平均 102.8 99.3 105.8 106.8 112.3 26年平均 102.2 98.8 97.8 93.3 118.4

27年 8月 103.9 110.0 114.8 112.1 118.6 27年 8月 105.3 83.6 101.6 110.8 129.0

 9月 103.9 119.9 108.2 112.8 118.3  9月 108.4 89.2 119.3 86.5 128.7

 10月 103.9 117.1 100.9 112.9 117.3 10月 104.8 93.3 108.4 75.2 128.1

 11月 103.5 98.2 102.7 113.3 116.8  11月 99.8 93.6 82.5 93.9 129.9

愛

知

県

 

25年平均 100.3 100.3 105.6 99.9 105.6   

26年平均 103.1 100.8 112.1 108.9 110.8 資料 農林水産省大臣官房統計部「農業物価指数」 

27年 8月 103.9 115.8 119.4 114.8 119.4  

 9月 103.8 124.3 109.9 114.9 116.8

10月 103.7 120.4 104.4 117.0 115.3

 11月 103.3 99.7 101.6 117.3 115.5

 

資料 全 国･･総務省統計局「消費者物価指数月報」 

愛知県･･愛知県県民生活部「名古屋市消費者物価指数」 

 

 

※豚肉は 26年 12 月までロースの価格を示す。 

資料 総務省統計局「小売物価統計調査報告」 

名  古  屋  市  小  売  価  格 （円） 

 

品目 

単位 

 

年 月 

 

うるち 

米 

(単一品種､ 

｢ｺｼﾋｶﾘ｣

以外) 

キ

ャ

ベ

ツ 

は

く

さ

い 
ね 

ぎ 

レ

タ

ス 

ば

れ

い

し

ょ 

だ

い

こ

ん 

に

ん

じ

ん 

た

ま

ね

ぎ 

き

ゅ

う

り 
 

ト

マ

ト 

生

し

い

た

け 

り
ん
ご
（
ふ
じ
） 

５kg １kg 100g 1kg 

25年平均 2,112 147 178 629 457 297 160 388 231 569 695 162 567 

26年平均 2,109 170 190 661 481 321 162 376 276 581 695 162 545 

27年 8月 1,855 181 259 811 559 438 205 439 344 565 614 185 - 

 9月 1,859 221 293 751 773 359 209 419 276 715 763 196 - 

10月 1,879 267 223 715 841 309 196 401 257 590 830 182 - 

 11月 1,851 196 166 555 398 314 135 343 246 554 691 181 487 

 

品目 

単位 

 

年 月 

み

か

ん 

グ
レ
ー
プ
フ
ル
ー
ツ

オ
レ
ン
ジ 

い

ち

ご 

バ

ナ

ナ 

キ
ウ
イ
フ
ル
ー
ツ 

緑 

茶
（
せ
ん
茶
）

カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン 

き 

く 

バ 

ラ 

豚 

肉
（
バ
ラ
※
）

牛 

肉
（
ロ
ー
ス
）

ま

ぐ

ろ 

１kg 100g １kg 100g １本 100g 

25年平均 581 285 355 179 214 792 530 159 171 310 231 794 428 

26年平均 584 336 437 174 240 824 530 166 175 336 228 825 440 

27年 8月 - 321 471 - 293 917 532 185 199 336 231 951 436 

 9月 803 307 539 - 267 920 515 171 175 348 237 930 467 

10月 591 304 475 - 266 880 521 176 173 350 243 921 460 

 11月 536 310 459 - 269 847 519 172 170 361 244 949 453 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

あいち農産物生産流通レポート №512

平成２８年２月発行 

農林水産部食育推進課 

〒460-8501 

名古屋市中区三の丸三丁目１番２号 

電話 （０５２）９５４－６４２１   

 

 

いいともあいち運動って知ってる？？ 
 

○ 県内の消費者と生産者が今まで以上にいい友
・ ・ ・

関係になる 

○ Eat more Aichi products（イート モア アイチ プロダクツ） 

＝もっと愛知県産品を食べよう（利用しよう） 

 

 

愛知県の農林水産業の振興や農山漁村の活性化を通じて県民全体の暮ら

しの向上を図るため、県民の方々に「愛知県農林水産業の応援団」になっ

てもらい、消費者と生産者が一緒になって愛知県の農林水産業を支えてい

こうという「運動」です。 

県民の方々に愛知県産農林水産物をもっと利用していただきたいとい

う、「愛知県版地産地消の取組」でもあります。 


